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〔具体的データ〕

8■ 衛星データによるインド・デカン高原中央部における農地利用度把

握手法の開発

〔要約〕 衛星デー タから計算 される植生指数値は、 土地利用毎に異なった季節変化 を示す。インド半

乾燥地域を対象 とした場合、雨季後の作期（ラビー期）後半において植生指数値に より農地と他の用途

との区別が可能と なる。こうした特性を利用し、年々 の農地利用の空間分布を推定する手法を開発 した。

さら に、農地分布 と自然条件と の対応関係を解析した。
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〔背景・ねらい〕

インド半乾燥地域には天水に依存する畑作地が広く見られる。こう した農業活動は安定的ではなく、そ

の持続性を議論するためには、農地分布に関する時間的 ・空間的状況を調べる必要がある。既存の統計資

料や地図に適当な情報が含まれない場合、すでに一定期間の蓄積がある衛星 リモートセ ンシングデータを

活用する ことが有効と考えられる。本研究では、観測 日の差異が地表の植被状態に与える影響を補正 して

ラビー期における農地利用部を判別し、 その分布が年々どの ように変化してきたかを椎定する手法の開発

を行った。

1. 

〔成果の内容• 特徴〕

デカン高原中央部に位置する ICRISAT(国際半乾燥熱帯作物研究所）周辺地域を対象とする IRS(イ

ンド・リモートセ ンシング衛星）

2. 

3. 

4. 

5. 

データを検索 したと ころ、 雨季後の作期である ラビー期 (11月~3月

頃）において、1988年の打ち上げ以降毎年 1~ 2シーンの観測条件の良いデータが存在した。

解析全年度を通じてラビー期の土地利用が不変であると見なされる地域を抽出し、 土地利用毎の正規

化植生指数値の時間変化を調べた。その結果、ラビー期後半において、植生指数値が高い方から順に農

地、 林地・ ブッシュ、野草地、 裸地 となり 、いずれも時間とともにほぽ直線的に減少する ことが判った

（図 1)。

このことから、たとえ観測 日や作物の生育状態が異なる場合においても、図 lに示された正規化植生

指数の閾値を用いて、農地を他の土地利用項目から判別する ことが可能となった。

毎年の ラビー期における農地の割合と播種期の降水量 との関係を見たところ 、両者には一般に正の相

関があるが、降水量が多大な場合には必ず しも農地が増加しない様子が示された （図 2)。

解析期間を通 じて耕作の頻度が高く 、少雨年でも作付 されたと推定される農地は、谷部の周辺に多く

立地し、 これらの地域から放射状に耕作頻度が低くなる傾向がある こと が示された
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（図 3)。

〔成果の活用面・留意点〕

本研究で開発された手法は、作期が定期的であり 、作付 された作物間における生育期間の差異が大きく

ない場合に有効であると考えられる。こうした適用性の検討お よび推定精度の定量的評価は、今後の課題

として残されている。
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推定されたラビー期農地面積率と

播種期降水量の経年変化
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1988/89年から1995/96年まで (1991/92年を除く ）のラビー期耕作回数の分布
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